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Ⅰ．登録編 
 

Ⅰ－１．塩害データの入力用データの作成 
 

対象橋梁の塩害データ（コンクリート橋の塩害に関する特定点検データ）入力用データの作成手順

を以下に示す。 

 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「橋梁管理カルテ（登録用）」をクリック。 

 

  

① 
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施設一覧に遷移します。 

②、③：②地方整備局、事務所を順に指定し、③「検索」をクリックし、施設一覧を表示。  

 

 

④、⑤：④対象施設を選択し、⑤「塩害データ作成」をクリック。 

⑥：「塩害データ作成を開始しますか？」を確認し、「はい」をクリック。 

 

  

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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塩害データが作成済みの場合は、警告文が表示されるので、「確認」をクリックしたのち必要に応

じてⅠ－６．塩害データの削除を実施する。 

 

 

⑦：処理完了まで、しばらくお待ちください。 

 

  

⑦ 
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⑧：「塩害データを作成しました。」を確認し、「確認」をクリック。 

 

 

⑨：対象施設の塩害に「○」表示されていることを確認する。 

 

  

⑧ 

⑨ 
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Ⅰ－２．塩害データの MDB 出力 
 

Ⅰ－１で作成した塩害特定点検データを定期点検カルテ入力システム用に出力する。 

 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「塩害特定点検（登録用）」をクリック。 

 

 

施設一覧に遷移します。 

  

① 
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②、③：②地方整備局及び事務所を指定し、③「検索」をクリック。 

 

 

④：対象施設を選択。（複数選択可） 

 

  

③ 

④ 

② 
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⑤：「MDB出力」にマウスを合わせ、次に「配布データ出力」をクリック。 

 

注）配布データのデータフォルダ構成について 

・「配布データ出力」では対象事務所に対して、一つのデータフォルダ構成となる 

・「配布データ出力（橋梁別）」では対象事務所に対して、橋梁ごとのデータフォルダ構成となる 

・上記のように、橋梁単位、事務所単位での出力は可能ですが、点検・診断結果の記録、記録デ

ータの道路橋 DBへの登録等を考慮した場合、橋梁単位での出力をお勧めします。 

 

⑥：処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

  

⑤ 

⑥ 



8 

 

⑦：ダウンロードが完了すると、「配布データを出力しました。」に表示が変わるので、「確認」

をクリック。 

⑧：ダウンロードフォルダに保存された配布データ（【塩害】配布データ出力.zip）を右クリッ

クし、「ファイルを開く」を選択。 

 
 

  

⑦ 

⑧ 



9 

 

⑨：配布データ出力ファイル（ZIP）を展開。 

 

  

⑨ 
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⑩：展開された配布データを確認。 

 

 

・定期点検・カルテ入力システム(スタンドアロン版)を利用し、配布データに対して、塩害特定点

検データを登録。 

 

  

⑩ 
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Ⅰ－３．塩害データの記録 
 

メニュー画面より最新の「定期点検・カルテ入力システム」を取得しインストールする。 

「定期点検・カルテ入力システム」で塩害データを登録する。 

 

①：メニュー画面の「コンクリート塩害に関する特定点検」をクリック。 
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②：「データフォルダ選択」をクリック。 

③：道路橋 DBから MDB出力したファイルを解凍したフォルダを選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④：対象橋梁をダブルクリックし、入力画面を開きます。 

⑤：塩害データを記録し保存します。 

（基本諸元等も現地状況を踏まえて変更。詳細は定期点検・カルテ入力システムのマニュアルを参

照してください） 
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Ⅰ－４．塩害データ取込の準備 
 
①：外部出力 

定期点検・カルテ入力システムで作成したデータを道路橋 DB で取込を行うためにデータを圧縮し

ます。複数の橋梁が纏められたデータの場合、そのフォルダをそのまま圧縮しても取込の容量制限

を超過する可能性があります。超過する場合は、定期点検・カルテ入力システムの外部出力で橋梁

を分けて制限内に収まるように調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②：外部出力された塩害データを ZIPファイルへ圧縮。 

（5フォルダが格納されたフォルダを圧縮します） 

（フォルダ選択→右クリック→送る→圧縮（ZIP形式）フォルダの順にクリック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
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Ⅰ－５．塩害データの取込 
 

データ取込の前に必ずご確認下さい。 

 

 

コンクリート橋の塩害に関する特定点検データ取込時の留意事項 

 

１）取込用のデータ（定期点検カルテ入力システムで作成したデータ）について 

・ 定期点検カルテ入力システムで作成されたデータは、橋梁管理カルテ、定期点検、第三者被

害予防措置、塩害特定点検、補修補強工事調書のデータがひとつのファイルとして出力されま

すが、道路橋 DBへの登録は、各データ毎におこなって下さい。 

 

 例）定期点検と同時に塩害特定点検を実施して作成した各調書データを登録する場合 

   ・定期点検データを登録（定期点検カルテ入力システムで作成したデータ） 

   ・塩害特定点検データを登録（定期点検カルテ入力システムで作成したデータ） 

 

２）データ取込時の処理について 

・ 道路橋 DBへのデータ取込は、常に「上書き」処理をおこないます。 

・ 塩害特定点検のデータは、最終更新者が登録したデータのみ保持します。 

・ データ取込をおこなう場合は、取込前の道路橋 DBに格納されているデータが、どの時点の

誰が登録したデータであるかを確認のうえ、「上書き」登録の適否を必ずご確認下さい。 

・ 道路橋 DBの登録データがどのような状況（誰が、いつ登録しているか）であるかの情報は、

施設管理者(業務発注者)、点検業者等の関係者間で共有して下さい。道路橋 DB上でも塩害特

定点検（登録用）画面にて点検業務のそれぞれでコメントできる仕組みを設けていますので、

ご活用下さい。（別冊 12.道路橋データベース操作マニュアル(データ確定) Ⅲ－１．コメン

ト・確定フラグ登録 参照） 

 

３）データの確定について 

・ 道路橋 DBでは、結果データの公開前に、点検業務において最終のデータが登録されたこと

を確認する必要があります。確認の方法として、データ登録画面のコメントと合わせて確定フ

ラグを設定しています。 

 最終データを登録する際には、コメントとともに必ず確定フラグをチェック状態にして下さ

い。（別冊 12.道路橋データベース操作マニュアル(データ確定) Ⅲ－１．コメント・確定フ

ラグ登録 参照） 
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定期点検カルテ入力システムから出力したデータを圧縮ファイル（ZIP 形式）にして道路橋 DB

に取り込みます。 

道路橋データベースのインフォメーション画面から「塩害特定点検（登録用）」をクリックし登

録する施設の一覧を表示。 

 

①：「塩害データ取込」をクリック。 

 

 

②、③：②取込対象の塩害データを選択し、③「開く」をクリック。 

 

  

① 

② 

③ 
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④：配布データ取込画面が表示される。 

 

 

⑤、⑥：⑤対象を選択し、⑥「取込」をクリック。 

注）例では１橋梁のみですが、複数橋梁を含む配布データを指定した場合、複数橋梁が

表示され、複数選択可となる。 

 

 

 

  

④ 

⑤ 

⑥ 
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⑦：処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

  

⑦ 
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⑧：塩害データの取り込み結果を確認し、「確認」をクリック。 

 

注）取込結果について 

・上段(緑)：正常に取り込み完了した橋梁（橋梁管理番号、橋梁番号、橋梁名）が表示されます。 

・下段(赤)：取込に失敗した橋梁情報とエラー内容が表示されます。 

  例）必要なファイルが見つかりません：画像ファイルが所定のフォルダ配下に見つからない 

カルテが確定済 ：カルテの確定フラグが✓済みのためデータ取込不可 

塩害特定点検が確定済：塩害特定点検の点検確定／診断確定が✓済みのためデータ取込不

可 

不明なエラー：その他のエラー（データベース管理運営団体にお問い合わせ下さい。） 

  

⑧ 
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⑨、⑩：施設一覧にて⑨最新登録日と⑩最新登録者を確認。 

⑪、⑫：施設一覧にて⑪点検業者名と⑫点検更新日を確認。 

 

 

注） 

⑨ 最新登録日には、作業日（当日）を設定。 

⑩ 最新登録者には、ログインユーザー名を設定。 

⑪ 点検業者名には、ログインユーザーが点検業者の場合、ログインユーザー名を設定。 

⑫ 点検更新日には、ログインユーザーが点検業者の場合、作業日（当日）を設定。 

  

⑨ ➉ ⑪ ⑫ 
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⑬：インフォメーション画面左のメニューバーから「橋梁管理カルテ（登録用）」をクリック。 

 

  

⑬ 
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⑭：地方整備局、事務所を入力したのち、「検索」をクリックし、カルテを検索。 

⑮：塩害に「〇」が表示されていることを確認。 

 

注１） 

塩害データの取込と同時に、カルテの取込（注２）も実施します。 

注２） 

令和６年度以降、道路橋データベースに存在しないデータの取り込みは行えません。カルテの取

込を実施するのは、配布データに含まれるカルテデータが道路橋データベースに存在する場合に

限ります。 

  

⑭ 

⑮ 
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⑯：ログインユーザー名が設定されていることを確認。 

⑰：作業日（当日）が設定されていることを確認。 

 

  

⑯ ⑰ 
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Ⅱ．コメント・確定フラグ登録 
 

・橋梁毎に点検調書の編集状況をコメント、及び、確定フラグ（編集完了と同時にチェック）にて

登録出来ます。 

 

① ：コメント、確定フラグを編集する場合にクリック。 

 

② 、③：コメントを登録（100文字以内）、確定フラグを✓。 

④：登録をクリック。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

※コメント例 

・点検結果（跨線部のみ作成済み） 

・点検結果最終版  等 100文字以内で記載 

確定フラグは、点検調書が全て整

った段階で付与すること 
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⑤ ：「登録しました。」と表示されるので、「確認」をクリック。 

 

 

⑥：施設一覧にてコメント/確定フラグを確認。 

 

  

⑤ 

⑥ 
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Ⅲ．塩害データ削除 
 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「塩害特定点検（登録用）」をクリック。 

 

 

②：地方整備局、事務所を入力したのち、「検索」をクリックし、削除対象を検索。 

 

  

① 

② 
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③：削除対象の塩害データを選択。 

④：「塩害データ削除」をクリック。 

 

 

⑤：メッセージを確認したのち、「はい」をクリック。 

 

 

  

③ 

④ 

⑤ 
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⑥：「塩害データを削除しました」を確認したのち、「確認」をクリック。 

 

 

⑥ 


